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研究成果の概要（和文）： 

聴覚・音響音声学的な事実と音韻論的構造との相互関係を理解するために、広範囲の言語事

例を使い、言語横断的比較の手法を用いながら、聴覚実験や音響分析によって新知見をもたら

した。さらにその新知見を音韻構造との関連で解釈した。解釈の過程で、音韻素性理論に聴覚・

音響的特性をどう位置づけるかという理論的問題を探求するための、多くの具体的手がかりを

得ることができた。それと同時に、このプロジェクトで蓄積した、聴覚音声学的な新手法と新

知見を用いて、言語学習の過程における第２言語(L2)の発音の諸問題に取り組み、実り多い議

論を発展させることができた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In order to understand the interaction between auditory-acoustic phonetic facts and 

the phonological structure, the present study carried out cross-linguistic comparisons 
of various phonetic similarities among selected phonological units (segments, syllables, 
and features), by using a wide range of sample languages. The new findings concerning 
auditory-acoustic phonetic similarities and differences were analyzed and interpreted 
from two perspectives, i.e. that of articulatory features and that of the phonological 
structures of the relevant languages, and they were further examined in terms of their 
phonological importance. 
In the course of the investigation, this study discovered new keys to explore the 
theoretical issue of the position (or status) of auditory-acoustic properties in the 
framework of phonological (distinctive) feature theory. In addition, by employing the 
new findings, this study developed an applied phonetic discussion about how to deal with 
errors, mistakes and difficulties in L2 phonetics and phonology. 
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１．研究開始当初の背景 
 音韻素性理論は SPE 以来、いまだに調音的
概念によって形成される素性体系が主流で
ある。例外的な動向としては Ladefoged によ
る Linguistic phonetic feature の理論が体
系的調音素性に加えて、ややアドホックな仕
方で、auditory features のリストを提案し
ていた。しかしながら、それは、まだ初期的
段階の提案というべきもので、今後の発展の
余地が大きいことは Ladefoged自身も気づい
ていた。 
 本研究のトピックとの関連でいうと、たと
え ば 、 Linguistic phonetic feature の
auditory feature においては、２大子音類の
通分類にかかわる素性が充分には議論され
ていない。また、韻律特徴はまったく取り上
げられていない。本研究は、この素性理論と
いう領域での理論的貢献を目指している。 
 また、聴覚・音響音声学の事実を組織的に
調査し、それを音韻論的構造との関係から捉
えなおした上で、言語学習の文脈に役立てる
接近法についての考察もほとんど行われて
いない。本研究は、L2 の発音に関わる応用的
貢献も目指している。 
 本研究を実現するにあたって、研究拠点で
ある研究代表者の所属機関には、ユニークな
利点がある。それは、上記の理論的貢献に関
係する研究実績があること（コイサン諸語の
２大子音類研究、東アジアと東南アジアの声
調言語の声調研究）と、L2発音研究のための
実験協力者（被験者）としての学習者が豊富
にいるという点である。 
 
２．研究の目的 

本研究は、言語の音響・聴覚音声学的な事
実と、その音韻構造との間にある相互的な関
係や相互作用について調査することによっ
て、音声学・音韻論の領域において、実証的、
理論的、応用的、方法論的な貢献をすること
を目標としている。具体的には、下記の４点
を目的としている。 
(1) 従来の研究では扱われなかった多様な
言語の広範囲にわたる音範疇を対象として、
聴覚・音響音声学的調査を実施する。その際
に言語横断的比較の接近法をもちいる。また、
本研究の事例となるサンプル言語と調査対
象の御範疇の設定が、今後の研究の指針とな
るような調査モデルとなることを目指す。 
(2)従来の研究では扱われることのまれだっ
た複数のサンプル言語を対象に聴覚実験を
実施し、当該言語の音韻論的な構造に関わる
多くの聴覚・音響音声学的な新知見をもたら

す。 
(3)聴覚実験の設計と実施の過程で、実験室
外における実施が可能な実験方法も考案し、
フィールド音声学や「教育実践現場（教室）
音声学」での利用という観点から、方法論的
な貢献を目指す。 
(4)もたらされた豊富な新資料に基づき、音
韻構造と聴覚・音響音声学的事実がいかなる
関係にあるかという問題に実証的に取り組
み、２つの方向をもつ学問的貢献を目指す： 
①音韻特徴（素性）理論の中に聴覚・音響音
声学的知見をどのように位置づけるかとい
う理論的問題を探求する。 
②言語学習の理論と実践に、実証的な聴覚音
声学的知見を、どのように組み入れるかを考
察することである。 
 
３．研究の方法 
 (1)研究対象を設定するにあたり、調査項
目としての音カテゴリーの決定と、その音カ
テゴリーの調査に有効で、かつ調査の実施が
現実的であるサンプル言語の厳選を行った。 
(2)調査項目は、次の５種類の音カテゴリー
である（かっこ内は潜在的トピック）： 
①母音（音素体系がことなる言語の聴覚的母
音空間の比較；音素体系が同じだが音韻パタ
ンがことなる言語の聴覚的母音空間の比較）。 
②子音（２大子音音類の音響・聴覚特徴によ
る通分類；調音的空間および音響・聴覚的空
間の疎密に違いのある言語間の比較）。 
③CV 音節（分節音と韻律構造の組み合わせ制
限に違いのある言語間での音響・聴覚距離の
比較）。 
④声調（１音節がもつ対立する声調の種類が
多い言語における、声調間の音響・聴覚的距
離の比較；声調の交替現象において、基本声
調と変調とがもつ音響・聴覚特性の分析）。 
⑤アクセント（強勢アクセント言語とピッチ
アクセント言語におけるアクセント弁別特
徴と余剰特徴の補完関係の比較）。 
⑥以上に加えて、言語学習において発音習得
上の問題が大きいにもかかわらずその実態
が不透明な言語の L2 聴覚。 
(2)上記の 6 種類の項目の調査に相応しいサ
ンプル言語として以下のものを厳選した。 
①母音（日本語共通語および琉球語多良間方
言と波照間方言、インドネシア語、バリ語、
スンダ語）。 
②子音（コイサン諸語、ロシア語）。 
③語頭 CV 音節（韓国語ソウル方言と釜山方
言）。 
④声調（北京語、上海語、ラオ語） 



⑤アクセント（イタリア語、日本語） 
⑥実態不明の L２（ベトナム語、カンボジア
語） 
なお、日本語共通語は聴覚実験の際のコント
ロールとしてくり返し扱い、言語横断的な比
較を可能とする要言語(pivot)としても用い
た。 
(3)聴覚音声学的実験には、 
①２音間の異同を回答するタスクでの反応
時間、 
②類似する２音間の誤聴率 
を用い、そこから聴覚的距離を算出した。①
の計測のツールは、パッケージソフトウエア
の E-Prime でプログラムを作成し、②を使う
際には、音源とする母語話者の発音に、白色
騒音を重ね合わせた刺激音を作成した。聴覚
距離の解釈には多次元尺度構成法（MDS)も利
用した。 
なお、フィールドワークでは、インドネシア
のバリ語およびインドネシア語調査では①
を、ボツワナのコイサン諸語調査においては
②を利用して実施した。 
 
４．研究成果 
(1)本研究の主要な成果には、理論的貢献を
なすものと、応用的貢献をなすものとがある。
理論的な成果には、声調にかかわる知見と、
分節音にかかわる知見とが重要である。また、
応用的な成果としては、日本語母語話者の学
習上の問題が従来あまり取り上げられ議論
されることのなかった言語（イタリア語、ロ
シア語、ベトナム語、カンボジア語、インド
ネシア語）の L２発音に関する新しい知見が
多くもたらされた。これらに加え、社会言語
学的研究の文脈に新しい仮説の提案を示唆
する成果、聴覚音声学的実験の方法論に寄与
する成果も得られた。さらに、学術誌や学術
図書や学会発表など以外の様々なメディア
や機会を利用して、研究成果の社会への発信
も進めている。 
(2)まず始めに、声調に関する音響・聴覚音
声学的知見は本研究のもたらした重要な調
査成果と言える。研究代表者と研究分担者
（鈴木）の指導する博士課程大学院生の研究
協力者は、ラオ語の対立する複数の語彙声調
の間の聴覚的な距離を探る実験を行った。実
験方法は、２つの刺激音の声調の異同を回答
させ、そのタスク遂行にかかる聴者の反応時
間を計測した。この実験結果は、これまでの
声調素性理論による音韻表示方法に、聴覚的
表象としての曲線単位（contour unit）を考
慮する可能性を示唆した。研究協力者は、こ
こで得た新しい知見も踏まえて、本プロジェ
クトの一部として、ラオ語の声調の音声的変
異や歴史的変化のパタンの解釈の議論を含
む博士論文を執筆し博士号学位を取得した
（東京外国語大学 2012 年：研究代表者が主

任指導：柳村裕『ラオ語の声調の音声的・音
韻的構造と歴史的変化』）。 
(2)さらに、上海語の声調を対象とする音
響・聴覚音声学的な組織的調査にもとづく、
上海語声調サンディーの音声学的および音
韻論的な研究も、研究代表者の指導のもと研
究協力者（博士課程大学院生）によって実施
された。この研究にも、音響・聴覚的事実と
音韻構造との関係を探求する接近法が用い
られ、その成果として、もうひとつの博士論
文が生み出された（東京外国語大学 2013 年：
研究代表者が主任指導：高橋康徳『上海語変
調の音韻的構造』）。 
(3)分節音に関していうと、世界の言語音に
おける２大子音類（クリック子音と非クリッ
ク子音）を横断する音パタンの理解のために
は、当該２音類の通分類を可能とする聴覚・
音響的な素性の設定が重要であることが理
解された。これはクリック子音と非クリック
子音の統合的な取扱いを可能にし、その波及
効果として、コイサン比較音韻論という類型
論的な新調査領域に新しい分析装置をもた
ら し た （ Nakagawa 2012 "Cross-Khoisan 
comparative phonology"）。これは言語類型
論に対する本研究の重要な貢献のひとつで
ある。現在、新しい国際共同研究プロジェク
トとして、研究分担者とベルリン・フンボル
ト大学の Tom Güldemann および Christfried 
Naumann を 中 心 と す る 新 し い Khoisan 
Comparative Phonology Project の構想が進
められている。 
(4)分節音に関わるもうひとつの主要な調査
トピックとしては、母音の聴覚音声学的研究
がある。インドネシア語とバリ語の母音体系
は、いずれも/i e a o u E/の同じ６母音体
系で、従来の素性理論からすると、おなじ素
性値による空間を形成する。 
しかしながら、本研究の調査で、両言語の母
音体系は、聴覚音声学的には異なる母音空間
を有するという事実が明らかにされた。さら
に、その聴覚音声学的事実が、両言語の音韻
パタンの差異に呼応することが分かった。こ
れは聴覚音声学と音韻論のインターラクシ
ョンの好例と言え、妥当性をもつ音韻論には
聴覚音声学を組み入れなければならないと
いう理論的な含意をもつ事例である。いった
いいかなる聴覚音声学的概念装置を音韻理
論に設定すればいいか、という理論的問題を
探求する上で重要な知見と言える。また、こ
の研究は、ラオ語声調の聴覚実験とともに、
反応時間計測と MDSの有効性を試験する方法
論的な貢献もした。 
(5)本研究は、消滅の段階を迎えている日本
語琉球方言の事例として、多良間方言と波照
間方言も扱った。これらの方言には、その音
声的実態について、従来の研究に見解の食い
違いがみられる特殊な中舌母音が観察され



る。これらの母音は、若い世代では失われて
しまっていることが知られているが、調音的
には失っている若い世代が、聴覚的には保っ
ていることを示唆する調査結果がでた。これ
は、言語の消滅過程における、音素体系の入
替えには、調音および聴覚の変化に時間的な
ギャップがあるという新しい社会音声学的
仮説をもたらした。 
(6)応用音声学的な貢献としては、イタリア
語と日本語のアクセントにかかわる調査結
果が、韻律的な弁別特徴の L2 学習における
余剰特徴の利用の重要性を示し、ロシア語と
日本語の摩擦音と破擦音の調査結果が、教授
者の自由変異と学習者の過剰弁別の相互干
渉がもたらす学習困難のメカニズムを明ら
かにし、また、ベトナム語、カンボジア語の
学習事例の比較から、聴覚的表象と音素学習
との関係に文字タイプの差異が介入する事
実が浮かび上がってきた。さらに、日本語話
者 L２インドネシア語の母音発音のエラーの
聴覚音声学的な分析が、誤りの解釈だけでな
く、新しい学習ストラテジーの開発に繋がる
ことを示す研究成果がもたらされた。 
(7)本研究の成果の一部は、学術的媒体に加
えて、さまざまな媒体による表現と公開を試
みている。それは、研究組織メンバーの執筆
による、初学者向け語学教材やポピュラー人
文科学書、上級者向け実用語学テキストの発
音部門に生かされているし、また、東京外国
語大学の公開講座（オープンアカデミー）に
新規の音声学講座を 2012 年度から開講し、
研究協力者が本研究の成果を利用しながら
講師を担当している。さらに、研究分担者と
研究協力者が、2013 年度 NHK ラジオ語学講座
の初級編に出演（およびテキスト執筆）して、
そこでの発音指導にも、本研究の成果が間接
的に役立っている。 
(8)フィールドワークや教育現場において利
用することのできる聴覚テストを考案し、そ
の利用結果についての検証と議論を行った。
実際に、インドネシアやボツワナ、大学での
教室での聴覚実験の精度が向上した。 
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